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研究活動
Research　Activities
大屋美那Mina　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビストルフィ彫刻洗浄処概
　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前庭彫刻メンテナンス処置《弓を引くヘラクレス》《アダム》《エヴァ》
眠覧会企画・構成・監イi参］　　　　　　　　　　《考える人》《カレーの1眠》e也獄の門》
lK位西洋．美術館：「ロダンとカリエール」展、2006年3JJ711－6月4日
（オルセー）ご術館、7月ll日一1（）月1日）　　　　　　　　　　　　　　　　「執筆1
「フランク・ブラングィン版lllll展」（2006｛1三開催予定）企lllll　　　　　　　　　「ロヒール・ファン・デル・ウェイデン派《ある男の肖像》修復・その理
「フランク．ブラングィン展」（1踊、、2009欄f崔．碇）企1、i，i　　　　念と糸牒」711拉西洋k術館｛i」1二究紀要」N・・10・2006｛1三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マニュアル「展示品における‘拝件’IF故対応」
［研究活動］
論嬬：r槻実の幻視剤、・ダンとカリエール」「・ダンとカuエー　　［研究発表］
ル』展カタロ久国、k西洋美術館、2006年3月　　　　　　　　　　　　　「《地獄の門》の免辰化と問題」東京国立文化財研究所防災研究
作品解説（ロダン）、．ヒ記カタログ　　　　　　　　　　　　　　　　　　会・2005年12月611・於’東京匡位文化財研究所
翻訳等：1ロダンとカリエール」展カタログ作品解説翻，1－C（カリエー　　　　［作品貸出1
即　　　　　　　　　　　　渋谷1、：鵬、拳締館ビエール．オーギュスト．」レノワール作品他3点
［調査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財’団1去人ぴうしま美術館　ギュスターブ・クールベ作品他1点
展1覧会調査：「フランク・ブラングィン展」（仮称、2009年開催予定）の　　　　長崎県）こ術館　エル・グレコ作品
ための調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルビ1ii．i［tl　1・ウールーズ＝ロートレック美術館　ポール・ゴーガン作vit1
他館等調査ニロダン彫刻調査、損保ジャパン東郷1【f児美術負官、2005
イト10Ji20口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［出張］
情報・資料収集：松方幸次郎および松方コレクションに関する文献調　　　　石台座製品検査、中国福建省アモイ、福州
査、収集
［教育活動］
・般への講演等：「ロダンとカリエール」展記念講演会（A．ル・ノルマ　　　　川ll雅Jt－Masako　KAWAGUCHI
ン＝ロマン、E．エラン講演）li」会進行、国立西洋美術館、2006年3JJ
7日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［情報資料室の活動］
　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究資料センターの公開運用［i辱及ilri動］
繍グループ，。本繍クラブ、1障座「。ダ。とカリエール認、っ、、　1臓作品牌システムの襯導人
て」1正位西洋美術館、2006年3月101－1　　　　　　　　　　　　　　　　収蔵作品データ再整備（版画基本データ）
先生のための教育プログラム「「ロダンとカリエールVj－8“について」国　　　　写真原版収荊勺庫の整理
、1近西洋k，術館、2006年3月17日　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIIII像データ変換および作成
東京都惇物館協会講演「ロダンとカリエール」展、ll赫：西洋）旨1サ館、　　　69いZ行政法人国、ヒ美術館所1111気作品総合目録検索システム英語試
2006イ113月28日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そテ畦反玄ト｝刑
執筆記事等：「ロダンとカリエール」国立西洋美術館ニュース「ゼフ　　　　資料コーナーおよびデジタルギャラリーの公開運用
ユロス』2006年2月20日
「「ロダンとカリエール』展」新美術新聞、2006年3月1日　　　　　　　　　　［研究1舌動：
「［ロダンとカリエール1展1うえの」2006年3月1日　　　　　　　　　　　「独Ilil行政法人国立美術館匡位西洋）こ術館研究資料センターの活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動と課題111びぶろす一Biblos二国、’41こ1会図嵩：館総務部発行、’1そ成17
［社会頁献］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年4月り’（～包fi／ヒ28号）
各種委員会委員等：静岡県、Dご術fifi　Eil門委員、静岡県、D芝術館、　　　「［「Guide　to　the　Literature　of　Art　History　2』の宗召介」『アート・ドキュメ
2005年10月13日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンテーション通信』66号、2005年7月、PP25－26
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（共著〉「独i71行政法人国立）ミ術館所1蔵作品総合目録検索システム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の公開について」『アート・ドキュメンテーション通信』67｝弘2005年10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月、PP．8－9
河口公夫Kimio　KAWAGUCHI　　　　　　　　　　　　　　　アート・ドキュメンテーション学会第16回年次大会研究会第・分科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会（アート・ライブラリー、ミュージアム・ライブラリー）コーディネーター、
［絵Phi修復処置］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年6月4　Ll
ロヒール・ファン・デル・ウェイデン派《ある男の肖像》
ほか油彩画3点、囎4点　　　　　　　　［調笛動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）こ術史学会東支部大会シンポジウム「）ミ術館・博物館の新たな公共
「彫刻処置1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性を求めて」参加、於・東京都）ミ術館、2005年4月16FI
ロダン作《国の護り免震化設置1事計画　　　　　　　　　　　　　　アート・ドキュメンテーション学会第47回研究会全史料協関東部会
揃彫刻の免震撒承によるti／il，1改餓験　　　獄ll｛1望縢1繍菰轍：摺播1徽類とどう
66
アート・ドキュメンテーション学会関西地区部会第961111研り七会「奈良　　　　佐藤1肖：樹Naoki　SATOH
国立博物館の美術情報システムと資料室について」参加、於・奈良
国立博物館、2005年ll月5日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阻忌覧会企llll日
東京匡泣博物館主催「博1物館情報処理に関する公開研究会」参加、　　　国、ヒ西洋）こ術館：「チューリヒIl科大学版Plii素描コレクションイタリ
於・東京国e／1博物食1匙1、2005年11月ll日　　　　　　　　　　　　　　　　ア版画展」渡辺晋輔｛iJii究員の補佐、20（）7年3月開催〕劣芝
第51111情報保存1協議会オーフンセミナー「文化遺産デジタルコンテ　　　　「ヴィルヘルム・ハンマースホイ」企画・構成・監ll参、2008年9月開催f
ンツ利活用のli∫能性と課題．参加、於・II本教育会館、2005年ll月　　　IE（ロンドン、ロイヤル・アカデミー12007年6月24日一9月71D
25日
平成17年度博物館指導X一研究協議会精幸1乏部門参加、於・東京llこ泣　　　　［調査活動］
博物館、2006年1月19－20日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会調査：「ハンマースホイ」展開催準備のためコベンハーゲン国
ニユーヨーク近代）こ術館図rll：毎ミ、ブリック・アート・レファレンス・ライブ　　　　立寒術館・オードラップゴー美術館・ピアシュプルング・コレクション・
ラリー、メトロポリタン）ミ術館図書室㌻午、米国美術図，彗：iilVi視寓∴2006　　　デイヴィッドコレクションでハンマースホイを中心にデンマークlgili：紀
年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）こ術に関する調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’14成15年度科学研究費基盤研究（B）「16，17世紀西欧における版
1社会貢献］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画出版と古代の受容」ドイツにおける版画と占代の関係について
展覧会カタログ等の取扱いに関する検討会議委員（国立情報ノ1ζ：研　　　　　　　　一t
究所設置）、2005｛卜101」．2006年：3Jj　　　　　　　　　　　　　　　　［教育活動！
研究資料センター視察受入れ（茨城県1陶芸美術館）、2006年2川4日　　　　’般への講演等：「ドレスデン　　〈世界の鏡〉としてのコレクション」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演、兵庫県庭術館、2005年3月271－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドレスデン匡位美術館展のコンセプト」コミュニティ振興事業コミュ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニティ・カレッジ「ドレスデン国立美術館の魅力」、講演、江東区占石
幸福輝Akira　KOFUKU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場文化センター・2005年5月9日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドレスデン国、k美術館をめぐって」ドレスデン国立美術館を楽しむ1、
：著ll｝二1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演、朝liカルチャーセンター横浜校、2005年5月1111
1キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの多色木版lllli』展カタログ　　　　「ドレスデンIK位美術館のコレクション」講演、朝日カルチャーセンタ
1共著者：エリク・ヒンテルディン久渡辺晋輔）、liξ1、ltl西洋）隻術魚と、　　　一新絶校、2005年7月511、7Jj12日
2005年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドレスデン　　IH：lSの鏡：展覧会のコンセプト」講演、II乏泣西洋美術
一 、．／．、．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館講堂、2005年9月1111－tiHH又＿
誘攣兜ネサ儲脇芝熊識脇1瓢1向・7騰｝展覧会のコンセ鋪”1臓女櫛
グ咽姻洋鰍ゴ｛・2・・5｛i｛1・JJ・PP2匹・32　　　　響呈導盟舗｝1聯謀幾謙騰i、　lll：界゜）鏡⊥につい
1調査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育目的の放送：TBS「llir界遺産」ドレスデンのエルベ川流域、監
展覧会調査：2006｛卜llll催j　・，tのベルギーE、Dミ術館展および同展　　　　修・2005年7JjlOII放送
に川品〕劣ヒのピーテル・ブリューゲルじイカロスの墜落》に関する　　　　．　　．
調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．社会貢献〕
購入作品調査：2005年度購入作品ピーテル・ブリューゲル（」勺の　　　　新聞雑誌0）エッセーなど：「ウィーンで出会いたい凸点」・オーストリ
・鳥罠のある冬景色1に関する1調査｛i）1：究　　　　　　　　　　　　　　　ア航空機内誌「オブラ1特別版・2005年6月150・PP24－25
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドレスデン国、Dご術館展・－lll界の鏡」2、『デンタル・トリビューンj
i教育活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年、N（一）．2，　Vol．2（インタビュー記事｝
ノ（学教育：慶磨1義塾大学文学部非常勤講師、女」3こ術大学）こ術学　　　　「ドレスデン国、Dこ術館展　　11」：界の鏡　　」1うえのlNo．555、2005
剖3」卜’菖ケ肇カlll奪自tlj　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ii三7H弓・
講演など：「ドレスデンのレンブラント　ーttガニュメデス．♪を中心に」
朝日カルチヤー横浜、2005年7月　　　　　　　　　　　　　　　　　　［版1画素描室の活動］
rオランダのキアロスクーロ木版画：ホルッィウスを中心に」lk位西洋　　　　新館地下21隼￥・版画素描閲覧室の開室（2005年11JJIII1より毎月第
庭術館、2005年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・4金曜Hオープン）
「ピーテル・ブリューゲル：ナショナル・アイデンティティのゆくえ」　　　版画素描作llず1購入に関する業務（6月と12月）
（〈）211il）、朝1－1カルチャー新宿、2006年1－2月　　　　　　　　　　　　　　　、　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［研究活動」
1誇及活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著，彗：：1ドレスデン国立）こ術館展　　1［lr界の＄童』展カタロ久カタログ
エッセイ：「版画の作剖「キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの　　　　篇・エッセイ篇（共著者：コルドウラ・ビショッフ・ヴォルフガング゜ホラー・
多色木版画』展カタログ；国立西洋）隻術館、2005イト10月、PP．65－66　　　　ペトラ’クールマン＝ホディック）・国立西洋）ミ律∫館・2005年
「ティツイアーノの風則・版1由1」－1・，｛己カタ・久PP．144－145　　　　D「e・den－Spi・gel　de「Welt・Die　Staatlichen　Kullstsammlungq1
　　　．、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　Dresden　in　Japan，　hrsg．　von　Cordula　B［schoff　und　Naoki　Sato，　The
「銅椥All　’6（ヘンドリク’ホルツイウス」hl己カタ゜ク｝P・143　　　　N。ti。nal・M。，eum。f　W。、ter。　A，t，　T。ky。，・2005．【rドレスデン国、瑛
一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術館　　田：界の鏡」展ドイツ語版】
一外部醗 　　　　　　　　，　論文、r日イ蝋鮒、おけるレンブラ。トの賂鏡の前の・附
科学研究費：’r一成15年度科学研究費基盤τ1牙究（B）「16・17111：紀ti誓　　　弊」『ドレスデン国立美術館展　　世界の鏡』エッセイ篇、国立西洋
欧における版画出版と占代の受容」研究代表音・2003－06年　　　　　　　美術館、2005年、PP．89．96
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nakamura　Tsune　und　sein　Spiegelbild．　Die　Rembrandt－Rezeption
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　der　modernen　Kunst　Japans．　in：Dresden－Spiegel　der　Weit．　Die
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Staatlichen　Kunstsammlungen　Dresden　in　Japan，　hrsg．　iv’・o　II
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cordula　Bischoff　und　Naoki　Satc），　The　National　Museum　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Western　Art，　Tokyo，2005，　S．152－158．
（）『
高橋明也Akiya　TAKAHASHI　　　　　　　　　　　　　　　　川中正之Masayuki　TANAKA
〔口頭発表・講演など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会企画・構成・監修］
展覧会開催記念連続講演会第7回「ラ・トゥールの光と闇　　ジョル　　　　「芸術家とアトリエ」国、且q∫q洋美術館版画素描展示室、2006年3月
ジュ・ド・ラ・トゥール展解題」2005年5月21日　　　　　　　　　　　　　　7ロー6月411
青lll義雄展開催記念ll薄演会「1童テ山義雄と両対！1曳問のヨーロッパ　　　　　　、美術」茅ケ崎市美術館、2006年2月ll日　　　　　　　　　　　　　　　［研究活動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論文等：「アンドレ・ドラン《ジャン・ルノワール夫人（カトリーヌ・エスリ
［その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ング）の肖像》に関して」「liこ位西洋美術費官研究紀要』No．10、2006イ［三、
ラ・トウール展関連講演会、ギャラリートーク、普及広報活動全般　　　　　　PP・6－24
蒲錨繍繍謙3月）蹴：蝋鰍録∴蹴：li，1
いわさきちひろ美術館運営委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年6月12［（パネリスト）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際シンポジウム「アジアのキュビスム」国際交流基金フォーラム、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年9JJ10－11日（セッション3「身体・ジェンダー・色彩・装飾」コメ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンテーター）
高梨光・EMit・um・・a　TAKANASHI　　　　　　研究会、人文．社会科学振興プ。ジェクト研究（i」縛，1骸興会）
［騰企画］　　　　　　　號慰響己姦と潔定鍵劉1馳のインタラクティヴ」第1
国立西洋美術館：「パルマイタリア美術、もう一つの都」展（2007年
5月2911－8月26U開催）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［調査活動］
［研究欄　　　　　　　　騨鰻1藤砦鳶輪ヲンのアンドレ゜ドラン作tlt’1《ジヤン’ルノ
鷲潔輪瑠無織編壽究磁欝認　騰灘ムンク展の泌輔
姜聡隅翻騨鼎の関係に関する研獅胤　［孝聯動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非常勤講師等：武蔵野美術大学非常董プ」講師
［調査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学文学部非常勤講師
収蔵作品調査等：個人蔵旧松方コレクションの15～18iH：紀イタリア　　　　ー般への講演等：講演「西洋近現代美術作品の解釈とジェンダー
絵画および素描（テンペラ板絵3点および素描17点）の来歴調査お　　　　の問題について」（主催：埼1汰学＆With　Youさいたま）、With　You
よび作者同定を含む美術史的調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいたま、2005年12月1111
石塚博氏寄託シモン・ヴーエ、フランチェスコ・ボッティチー二、ボニ
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